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儀繁１

統含医科学研究体糊

インスティテユートにおける研究 目標の員 体的な研 究

体 制 は、 以 ド の と お り で 行 わ れ ま す。 プ ロ ジェ クト ヘ の 参

加 遵大学との協力を中心に国 際的。学際的提携で、 研究

を効率良く推進します。 東京女子 医科大学は、
詳細な臨

床情報を伴う４
，
ＯＯＯ の疾患細胞株を所 有しています。 参

切 追 大学のうち、 慶磨義塾大学は網羅的ゲノム解析技術

で世界 的に有名であり、 東京大学医科学研究所は優れた

網羅 的タンパク解妖技 術を有して います。 また、 テキサ

ス大 学は動物による疾患遺伝 子研究で秀でており、 上海

交通大学 医学院は伝統 医学をリードしています。 研 究成

果 を 臨 床 に フィ ー ド バ ッ クさ せ る こと１に よ り、 臨 床 と 研 究

が包括 舳こ結びつけられ、 新しい治療・予防・根治に関

する研究システムを構築します。 学術 部門では、 ５つの

プロジェクトを行います。 人材育成 部門では、
大学 院先

端依命医科学研究 所における新分野どして、 大学 院統合

医科学 分野を新 設します。 また、 医療従事 者を対象に、

通常の勤務ど平行して行えるカリキュラムであるチーム制

統合医科学奇成ニト スを新設し、 統合医科学を実施、 推

進する申心と１なる人材の育成を行います。

この研究機構で行う研究 計画は５つのプロジェクトから

成 っ て い ま す。

（１） 疾患の遺伝子解析の研究

（２） 画像診断法の精度の向上を目指す研究

（３） 新しい 治療法の 闘発と臓器機能の回復を

目指す 再生 医療に関する研究

（４） 遺伝子解析診断法の研究

（５） 伝統的医療、 代替医療の科学的検誠

５つのプロジェクトは、
それぞ れ目的と研究方 法が糞

なっては いますが、 研究言 値 全体と１して、 病気の超早期

発 箆 に よ る 予 防、 早 期 治 療、 根 治 率 の 向 上、 さら に 侵 さ

れた臓器機能 の回 復によって、 人の健 康を増進し、 活動

力 のある生活を守ると１いう昌 的に向かって、 統 合的研究

体制の ドで研 究を行う基本方針を確立しています。

鎚

３，１舵１ＭＳにお ける 研 究・人 核 畜 成 ・ 概 嚢１
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鰯１Ｒ目１ＭＳにおける研 彫 人材育成

韓 織 繋 ⇔づ割

本拠点 構想 の目的を 達成するための戦賠 は、 学術 部

門、 人材含成部 門を Ｃ玉Ｍ によって統合することが必 要

です。 研究 内容としては、 統合医科学 研究概要をご覧く

だ さ い。

眠Ｅ玉ＩＭＳ が中心となって実践 する統含医科学は、 従来

型の治療である発症後の治療のみならず、 発症前の病気

の予防という観点 から実施される医療にパラダイムシフト

させるため の医科 学であると１ころに大きな籍 徴がありま

す。 墓礎医学研究と臨床医療とを有機 的に連携した包括

的な考え方にもとづ いて、 姻 人の持つ 潜在 的な病 因と１、

詳細で全体的な健康状態を把握した上で実 施される包 括

的なカウンセリングと診療によって、 体
質改善につながる

牛活環境全体の改善 繕導を、ＩＲ脳 ＭＳ で育てられた人材

に より 行 い ま す。

発症前の病気を予防するために、 健康状態にある人々

に対しても積極 的に医療 惰報の開 示を 携し進め、 幽らの

健康管理を行うための環 境を． 全面的にサ ポートする体

綱を特徴としています。 ここで推し進める自発 約健康 管

理とは、 分 子遺伝 学、 分子 細胞 学、 免疫 学などの最 新

の分子獲学的研究知見にもどづ いた予防法・治療法の闘

発、 発症 前診 断や早期 診 断を 行う匁 括的遺 伝子 医療に

よって培われる体質 改善のためのプログラムを 実施する

健康管理です。

自 発 的 健 康 管 理 を 促 進 す る た め に、 ＩＲＥＩ亙ＭＳ で は、 隊

療 情報・知 識を積極 的に開 示し、 同
時にそ の学習 環境

を提供すること：によって、 高度の人魏ドッ
クや包 括的カウ

ンセリングの 内容を白らの知 識として理 解を深 め、 ＱＯし

を維持するために、 体質改善を行うサイクルをもつことを

特 徴 と して い ま す。

眠蓬玉亙ＭＳが利用者に提供する最新医 療情報は、 健康状

態や 生活環境と１の困果 関係を最新の知 見にもとづいて学

習するための情轍であり、 利用 者が自らの 健康状態の推

移を把握して、
カウンセリングの意妹をより深く理解する

こと１は、 健 康 に 向 か わ せ る 動 機 と な りま す。 そ れ は、
灸

活 環境 全体を包 み込 むような脹療 の実 施に密 接につな

がった最新医療清報および提 供される学習環境によって、

自発的な健康管埋を行うサイクルを生み出す医療です。

戦 醐勺１効率約にプＱジェクトを進め得る研究環 境と１し

て、 膨大な研 究。 医療情報の 蓄積と推論学習 を支援し、

眠ＥＩ亙ＭＳ構想の申心的な役割を果たす統 含医科学情報基

盤 （ＣｙｂｅｒＩ 廠 ｇｒａｔｅｄ Ｍｅｄｉｃａ１亙ｎｆｒａｓ 舳 ｃ 脈 ｅ： Ｃ互Ｍ ）

を 構 築 しま す。

㌶

３，
ｌＲＥｌＭ Ｓに お１鳩 研 究・人 栃 鳶 成 ・ 概 要 （つ づき）
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鰯 １ＲＥｌｌＭＳにおける研究・人材育成

辞学 搬 欝 門

疾患の発症要因の解明

（エ ピジェネティックス）

先 端医療を 支える医学 研究は専 門化し知識 量も増え、

その技術も高度化 しています。 疾病も各 診療科にわたる

ことが 多く、 患者
がその先端 医学の恩恵を受 けるために

は、 医療 各領 域の協 力が 必要 であり、 医療は 再編 成の

時 期 に き て い ま す。

ま た ヒ ト ゲノ ム 解 読 以 来、 ポ ス ト ゲ ノ ム の 時 代 に 人 り、

医学研究もプロテオーム、 メタボロームの蒔代に入りまし

た。 発現した蛋白質を網羅的に調べ、
蛋白質分子に注目

し
、
そ れ ら の 分 子 の 機 能 か ら 細 胞、

組 織
、 器
官
、
牛 体 全

体の機能を解析する方法です。 従来の生体の機能を知っ

て、 それをひとつの分子の機能に演緯する方法とは逆に

なります。 複雑な疾 病の病 態を解析するのにはこのよう

な方法の方がよいのかも知 れません。 統合医科学の医療

を支える研究は、 基本的には従来の 医学 研究と変わりま

せんが、 多くの指標の示す情 報や それらの闘の梢互関係

を明らかにするために、 情報を効率的にかつ迅速に処理

をすることが可能な情報技術を必要とします。

しかしこのような分子指 標などを濡いて超早期 診断が

可能になりつつあるのは、 従来の
地道な基礎的研究の積

み重ねの結果です。 我々はまだ知られていない生体の機

能や 構造を研 究する必 要があります。 これを明らか にし

な い 限 り 新 し い も の は 出 て き ま せ ん。 こ の 点 で は、 従 来

の生 理的あるいは細胞生物 学的研究と変わりません。 た

だヒト遺伝子解読の結果を利用することはできます。 さら

に、 多くの蛋 白質分子を綱羅的に迅速に同定できる技術

を 用 い る こと が で き ま す。 こ れ ら の 有 利 な 条 件 の も と に、

疾患の超早期発見のために、 以下のような研究を展闘す

る こと が で き ま す。

疾患 の基礎的 研究
、
それぞれの生 体の生理 的機構 や

関連疾患の病態 生理的機構を研究し、
疾患の新しいバイ

オマーカーを探します。次に、対象とする疾患を選
びます。

患者から採取した細胞株から疾患関 連遺伝子をあきらか

にします。 その結果を 患者の臨床症 状と対比させ
ながら

バ イ オ マ ー カ ー と な る も の を 探 し ま す。こ の 研 究 の 遇 程 で、

疾患の発症に関するジェネティクな部分どエピジェネティ

クな 部分を 探ります。 これらの 情報をデータベースにの

せて臨床研究部門で活用します。

鉢
＼
＼

３．ｌＲＥ 舳 Ｓにお ける 研 究・人 核 奮 成 ・ 学 梅 部 門
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翻 １Ｒ目１ＭＳにおける研究。人材育成

轟ブ讐 ジ笈クト 玉 艦 繋

概簸激 煙麺簸腰
統合医科学研究の背景（基礎）

疾患細 胞株 （４
，
ＯＯＯ 株）

ダ
シ
セ
リ
ン
グ
に
よ
る
結
果
’

の
開
」系

患者の血液

サンプル（リンパ球）

（２）個人の遺伝手情報と臨床デー例こよリ

発癒前に、将来の疾愚を予灘

※ 綴 人 精 報 の 傑 護 に留 意

疾患関連

薪規分子マ１カ■

新規 酬Ａチップ開発

ａ）臨床傭穀よリ疾患還伝子を

解栃 偏 定

ｂ）ゲノム研究システムによる

網羅的畷聚

ζ）タンパク解板システムほよる

網羅的畷費

プロジヱク Ｈ は墓本プロジェクトであり、 本学では 詳

細な 患者 データに裏づ けされた 世界の 最高 水準 である

４，ＯＯＯ 株 の 疾 患 細 胞 株 を 保 存 し て おり、 こ れ を 用 し＼ 疾

患の治療と予 附こ役立てるために、 疾患遺伝子・タンパ

クの解析を３つの方法で迅速に行います。

ｉ）１つ 目の 解析 方法は、 患者の特徴の詳細 な分析

により、 疾患 遺伝 子を絞り込 み、 疾患遺 伝子 の

解 析・同定を行います。 そ の結果を研究 に使用

するだけでなく、 患者本人にフィード
バックして治

療にも反 映することで、 さらに詳細な 情報を得ら

れ る よう に な り ま す。

２）２つ目の解析方法は、
ゲノム研究システムによる

網羅的研究です。

３）３つ目の解析方法は、 タン
パク解 析システムによ

る網羅的研究です。

これら３つ の解析方 法による研究成果をもとに超早期

診断・予 防・根治を可能にする医療技術 の開発を行し＼

逐次その情報をＣ玉Ｍ（統合医科学情報基盤） に施えてい

き ま す。

！

３．ｌＲ目１ＭＳに お１テる 研 究・人 絃 育 威 ・ ブロ ジェクト １ 概 葵
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臨床憶報 捌 疾愚遺伝手壷 背 景：本 学 ⑳ 医 療。硯 聚の 現 状

解 祈 。 同 遣

本プロジェクトの鳥標は
“個人の遺伝

㌻㍗繍鞭 確
ヂ 讐亀簸１匁鋒≡
本研究では、 心

血管疾患を中心とする疾患に関する包 験を生かし、 本研究フロ
ジェクトの成果を臨床へ効率よく

括的遺伝子細胞研究を行 へ 碍られた膨大な情報をデー フィードバックするシステムを構築します。 また、 遺伝解

衰べ一ス化して九疾患の成 因を体系化し、包括的に解明し、 析 終了後は、 その結果を閾 示し、 遺伝カウンセリングを

診断、 治療、 予防に役立てます。 臨床遺伝学の知識ど経 行い豪す。

亀
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騒 服 酬 Ｍ＄における研究麗人材育成

蛍光１鞭伽 ｛巾 棚 流 胸η（頁至洲 法によるゲノム解析 多色 冊 旧こよる染色体転座の検出

ファイバーＦ玉Ｓ月 による精 細なゲノム解析

先天性心腕管疾患綻 赫 掲

大擬模ゲノム変化の解析

染 色体 嚢常をはじめとする大綿 模なゲノムー不均衡 は、

さま ざ ま な一先 天 性 異．常 を も た ら しま す。 兜 天 依 心≡脈 鴛 疾

患 （ｃｏ 昭ｅ百畑 １ｃ鮒 伽 ｙ 猟１毛舶ｒｄｉｓｅ鑓ｅｓ，
ＣＣＶＤ） に つ い

ても、
大繍模なゲノムイく均衡 （染 亀体転座、

染色体微細

欠 矢、
璽湊など） が原１蟻となることが知られています が、

そσ斤 繕 な出現頻度 につ いてはまだ明らかではあ吾戊 せ

ん。 本 イ ン ス ティ テ ユ
ー ト に１は、 ウ ィリ ア

ム ズ 症 候 群 な ら

び に ２ 的 至至．２ 欠 失 症 候 群 を 申 心 に、 多 数 σ）疾 書 患 畜 出

来 の 樹 立 細 胞 １ＤＮＡ が 保 驚 き れ て い ま す。

そこで ＣＣＶＤ に関する遺伝 診断の第…段階として、 詳

細に祭色体解析を実総します、、 凄雑な染む体蒋配列 に」）

いては、 多色蛍光圭舳 伽 ｈ巾ｒ熾ｚ轟芝め竈（Ｍ 羽 洲） 法を応

月／します。 萬配列部位が特定できたら、 その領域 のＤＮＡ

ク ｏ 一 ン を 鳩 い た 詳 細 な 位 置 決 め （附 洲 ｏｒ主８１ｃ王ｏ獺１鵯）

をおこない、
剤壬逢伝子１ゲノム領域を絞り込みます。シー

クエンシング法では困 難な大頬 模ゲノム変 化 （ゲノム 重

複 や 欠失）０）検凶 を 呵能にする技 法 であるファイバー

冒玉閉 法 も 応 用 しま す亡、 こ の よう な 人 溺 模 ゲノ ム 変 化 に は、

しばしば反 復 配列 が 介存 する特 殊な ゲノム 構 造をとも

な ・」） て い ま す 。

たと１え ば 至一ｃ貴（／｛ｗ ｃ岬 ザｅｐ漱）はとトゲノム 刺こ繋

奮に伝存１し豪すが、 こ１の し眠 の穣渡 が廠いゲノム頒 瑚、ま

牢殖細胞で０）不等交叉などを通して欠失、
箪複を宇

、
じや

す い と１考 え ら れ て い ま す。 ７
番 染 色 体 （恥 ゼ、２３）

や

２２ 番 染 色 体 （２２ψ 至，２） な ど が そ の 例 で す。 従 って
ゲノ

ム １ｌ¢ 移 数 の Ｌｃ殺 領 域 に つ い て も 鱗 析 す るこ二とは、 原 塗／

が特定きれていない 兜天異常におけるゲソム 嚢常を発 見

す る口丁能 性 が あ りま す。 こ れ は 兜 天 性 心≡脈 管 疾一患、の み な

らず、 他の遼伝 病の漂 肘究明に街効な憶搬をもたらすと

弩え て い ま す。

砧

３．１駆１燃ｓに 赫する餅 発 人 械 竃 成
プｏジエクトｒ－２
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毒プ 讐 ジ ヱ ク ト項 一 ２ じづ慧）

脇ｃ マイク９アレイ馨溺い徒心寄彫欝壷

弾う幾栗牲療患⑳嚢翼解餅

心 血管 奇形 等を伴う先 天性 疾患 は 多数知られて いま

す。 申 で も、 ウィリ ア ム
ズ 症 候 群 や デン ジョ ー ジ 症 候 欝 は

関遠する染色 体領域が特定されており、 一部の症状に対

応 す る 遺 伝一子 も 同 定 さ れ て い ま す。 し か し九 全 く 未 解 明

の心疾患も多くあります。 いずれもケソム特定領域の欠失

や増 福に起因するものが 多いと考えられるため、 最近の

ＤＮＡ マイクｏアレイ技術を閉 いて網羅 的な解 析を行うこ１

と が 有 効 と：思 わ れ ま す。

慶磨グループは 王９９４ 年にヒト 眺Ｃ ライブラリーを構

築 し
、
そ れ ら を 活 榊 して ヒ ト ２２ 番、 ２至 番、 ８ 番 染 色 体

な ど の ゲ ノ ム Ｄ洲Ａ シ ー ケ ン シ ン グ を 擬 進 し て き ま し た。

２００４ 年、 ヒ ト ゲ ノ ム 解 読 の 成 築 を ま と： め た デ ー タ

馳ｉ／ｄ３５ の 公 闘 と 同 時 に、 慶 魔 グ ル ー プ は ＢＡＣ ク ロ ー ン

の シ ス テ マ テ ィッ ク な 整 列 化 を 開 始 し、 現 在 ま で に、 ビ ト

ゲソ ム を 均 等 に カ バ ー す る ア
，
ｍ Ｏ 偏０）ＢＡＣ一ク ロ ー ン ＤＮＡ

を 整 列 化 し た ７．双一眺 Ｃ マ イ ク ｏ ア レ イ を 作 製 しま した。

本 餅 究 で は、 こ の ７．双一ＢＡＣ マ イ ク ロ ア レイ を 用 い て、

束京女 子医科大学に裸存されている心奇形等を伴う先天

性疾患患蕎 由来の糸醐包株を対象に、
ゲソム ＤＮＡ 断片の

増減に関する網羅的検索を行います。 特に、 既知の疾患

原 因遺伝 子や、 候補 遺伝 子に関する 変異、探索では 変異

が 嵐 い だ さ れ な か っ た 細 胞 株 に 対 して、 ７、爪一眺 Ｃ マ イ ク

ロアレイを閉 いた ＣＧ犯 解析を行し＼ ケソムの欠 失や増

幅を検 出し、 その領 域に含まれる遺 伝 戸を同 定します。

きらに解析を進めて、 最終的には新 規の 心疾患原因遺伝

戸を１膏ｊ定 しま す。

図 １ ７．７Ｋ－ＢＡＣマ イク りア レイ１７，７００
個 の 跳Ｃ一クｏ 一 ンＤ飛Ａを一一枚 の スラ イ ドグラ ス 上 に

３カ 所 ず つ ス ポッ トして ある。

磁薦

図２ データ解析の」例

３
，
ｌＲＥｌｌＭＳに 繊する 獄 彩 人 絃 奮 威 フロ ジェク Ｈ －２（つづ 窪）
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曲プ饒 ジヱク ド ー３

プＱテ才ミクス技術胆よる

疾愚陳鰯解明へのアプＱ一チ

ゲソム解析や遺 伝子診断では、 タン
パクの設言十情報 が

拙握でき塞すが、 実際の生物 活性を発現する遜程の多く

で は、 タ ン
パ ク が 変 化 を 受 け ま す。 タ ン

パ ク の 翻 訳 後 の

切断、 リン酸 化、 複 合体形成等の例は多数知られていま

す。 従 っ て、 実 際 の 発 現 産 物 を 解 析 す る こ と に よ り、 は

じめて病態を把握できる場合も少なくありません。 近年プ

ロテオミクス技術 は飛躍 的に進歩し、 疾
患の原因 解萌に、

このような狽晒 をも加妹できるので、 幅広く応用されるよ

う に な っ て き て い ま す。 そ こ で、 本
プ ロ ジェ ク ト で は、 タ

ンパク解析システム により、 網 羅的に疾患 漂因解明
がで

きないか、 及
び
、 疾患関 与遺伝子の発病メカニ

ズムを解

明できないかの二方向で検討してい塞す。

本プロジェクトの保有する患 者様由来の不 死化細胞株

は、 冊 ウ イ ル ス を 用 い た Ｂリ ン
パ 球 で、 ゲソ ム ＤＮＡ の

供給源として作られています。 しかしな がら、 免 疫系 の

発現解析や細砲にエネルギーを 供絵するミトコンドリアの

解析に利用できないか検討申です。

他方、服部グループ（東大医科研、眠Ｅ亙亙ＭＳ参腕）では、

今まで、 細泡 内シグナル伝達系の研究から疾患の原因に

追 る べく 研 究 を 行 っ て き て い ま す。 ヒト ゲノ ム に は ５玉８ の

タンパク質リン酸化 酵素 （キナー ゼ） が存在し、 すでに

至ＯＯ を越えるキナーゼの疾患への関与が示され、 この数

は 現 在 も 増 加 して い ま す。 ま た 抗 が ん 剤 と し て イ レ ッ サ、

グリベック等のキナーゼを標的とした医薬晶も上 市されて

お り ま す。 従 っ て、 細 胞 の リ ン 酸 化 を モ ニ タ ー し、 疾 患

に関連するタンパク質リン酸化を解析すること１は重要 な課

題 と 考 え て お りま す。

服部グループは、 ２００４ 年にリン酸化タン
パク質精製

を組み合わせた ２ 次元ゲル電気泳動法により細飽内リン

酸化パターンを解 板するシステムを撞 界に先駆 けて開発

し、 汽ｅＬａ 細 胞 に お け る ｐ３８ ＭＡＰ キ ナ ー
ゼ 基 質 の 網 羅

的解 析 を行 いましたが、 この 研 究は 高 い評 価 を 受け、

如湿ｍａ１ｏｆＢｉｏ１ｏｇｉｃａ１Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ 誌 の 表 紙 と して 採 用 さ れ

ま し た （図 亘）。

こ の シ ス テ ム を 応 用 し、 細 胞 の 増 殖 を コ ン トロ ー ル し、

その真 常が発がんと１密接に関与するキナー ゼ ＥＲＫ につ

いてその基質 の網羅的 検索を行ったとこ１ろ、
環 在までに

３０ を越える基質候 補タンパク質 が決定でき、 約 半数
が

蹴知 の ＥＲＫ 基質で、 同
定効率の良いシステムであるこど

を示しています。 さらに残りの新規基質につ いてリン駿化

の 李、
理 的 意 義 を 研 究 して い ま す。

プロテオミクス技術 は、 また、 転写 因子 複 含体 などタ

ンパク質複含体成分の同定にも極めて有効です。 染色体

２２ 蕃欠失症候 欝の原因遺伝 子として示唆される遺伝 子

群には、 転写因 子遺 伝子が数多く含まれ、 これら転写 因

子を調節する困子もまた発症に関 与する概能性が高いと１

考えられます。 こうした転写 困子複 合体を免疫沈 降法で

回奴し、 複 合体 構成成 分を質量 分析器で網 羅的に解 析

すること１により、 あらたな疾患 関連遺伝子を同定すること

が で き ま す（図 ２）。こ の 点 に つ い て も 研 究 を 進 め て い ま す。

挑
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鰯 隔 酬 Ｍｓにおける研究㊧人材育成

曲プ讐ジ烹クト溌

繭像 診断法の橋慶⑳向上を慶掲す醐窺

環 存、 疾 患 の 形 態 学 的 診 紙 法 に は、 Ｘ 線 ＣＴ， ＭＲＩ 等

の検
．
査法が国常的に用 いられています。 形態の異常を検

査 す る 方 法と１液 ん で、 病 変 の 生 化 学 的、 ま た は 生、
理 学 的

変 化 か ら、 病 態 を 正、
しく 検 査 す る 方 法 ど し て、

機 能 的

Ｍ没王 （ 舳 ＲＩ） や Ｐ 肌 （Ｐｏｓｉ帥 ηｅ洲ｓｓｉｏ湾 ＣＴ） 等 が 広 く

用 い ら れ る よう に も な っ て き て い ま す。

本プロジェクトでは、 これらの 分子イメー
ジング検斎法

の精度を向上するため、 超音波検査法、 レーザー検査法

も含め、 臨床的診断価値を高めるための薬剤の開発研究

を 推 進 し ま す。

◎榊 湘 畦 溺いた超軍期診鰯と診麟闘治療

⑳ためのシステム闘発

疾憲の函像診蛎による超早期診断のためには、 様
々な

生
、
理的 ■ヒ学 的指標を用 いた機能箇像 の取得 が有効で

す。 単 純 Ｘ 線 透 視 や Ｘ 線 ＣＴ に 始 ま二）た 幽 像 診 断 は、

ＭＲ至・Ｐ肝 と１いった高機能 函像診 断技 術の登場によりさ

らに精綴で機能的な診断を可能にしました。

近一年 ＣＴ・ Ｍ股 装 置 は 広 範 に 普 及 し、 ま た そ の 技 術 的

進歩は籏覚しいものがあります。 ＭＲ を崩いて Ｐ肌 様函

像を得る方法として近年、 分子拡散を画像化する拡 散強

鰯 画 像 （Ｄ１冊ｓｉ㎝ Ｗ 暁ｈｔｅｄ五ｍａｇｌ㎎，
ＤＷＩ） が 注 目き

れていま す。 拡 散強 調函像は、 超 急性 期の脳 梗塞の 診

断などで申枢 神経系では日常化しています が、 胸腹部で

は体動１締や暢欝のガスなどの 織題 があり九 申枢神経系

に対するほどは普及していない のが現状です。

し か し、 ＭＲＩ は 普 及 台 数 。 費 用 １ 被 曝 の 点 で Ｐ 肛 よ

り街利であり、
全身 診断にお ける有用 性がより確立され

れば
、
簡 便で確実な鳥度超 早期診断法として、 医療経済

を含めて大きな進歩となりうるでしょう。

我 々 は こ れ ま で． 中 磁 場 永 久 磁 石 型 Ｍ疑互 （ＡＩ融Ｓ夏王、

口立メデンコ社製） を季術室に導入し、 林沖 Ｍ融 のリア

ルタイムで、 高 繍位 な繭像を基にした、精密誘導手術を実

現 す る た め の 技 術。機 器 開 発 を 行 っ て き ま し た。 特 に、
撮

像プロトコルの最適化と１新開発コイルにより童界で始めて

申磁場術申 ＭＲＩによる拡散強調函像・機能 ＭＲ玉（舳Ｒ玉）

の撮像に成功し、 正確菅臼室神経線纏の幽
’
像化と１機能ナ

ビ ゲ ー ショ ン の 実 現 を 栗 た して い ま し た。 本
プ ロ ジェ ク ト

では、 昨今の
全身拡 散強調函像の二一ズと１我々がこ１れま

でに獲得した技休１シーズのもと１に、 全身拡 散強調
■函像撮

像法の開発について研究闘発を行っております。

璽 三 余身 ボ ディ」コイ ル システ ムを 添 い た 超 甲 鵜 診 漸と 診断員１総 療

」曳１２ 術 申 Ｍ 鮒こよる 鐙 体 脇ナ ビゲ ー ション

あ⑪

３．１腿 ㈱ Ｓに 淑 鳩 石葺究・人 樹 鳶 成 プＯ ジェクト２
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ｓｈｏ ｗｅｄ ξｈａｔ ｗｈｅ列 ξｈｅ Ａ ｋξ ｇｅｎｅ ｗ ａｓ ｔ閉 ｎｓｆｅｃセｅｄ １莉ｔ０

ｂｏｎｅ ｍ 駆ｒｏｗ 三ｎｔｅｒｓｔｉ ぬ 玉 ｃｅＨｓ、
をｈｅｙ ｄ 縦 ｅｒｅｎｔｉａｔｅｄ ｉｎｔｏ

ｃａｒｄ｛盆ｃ ｍ ｙｏｃｙ言ｅ竃
三皿 ａ ｔ 閉ｎｓｐ

ｌａｎｔｅ昼 ｈｅａｒｔ。（Ｎａξｕｒｅ

Ｍｅδｉｃｉ珊ｅ ９＝ 舳 ５一至２０１．
２００３）。

Ｗｅ ａｒｅ ｇｏｉ㎎ 芝ｏ

ｅｖａ王独昼ξｅ ｃｅ三且 ｄｉｆｆｅｒｅ理ξｉａｔ圭ｏ菰 盆ｓ ｄｅ富ｃｒ三ｂｅｄ 星ｂｏｖｅ， ａｎ
ｄ

ｅｓｔａｂｌ１ｓｈ ｅｆｆｅｃｔｌｖｅ ξｒａｎｓｐ１ 棚 ｔ ｍ ａ主ｅｒｉ丑１ｓ ａｎｄ ｍｅｔおｏｄｓ．

Ｗｅ ｃｏｎｓｉδｅ パｈａｔ 鮎 ｓｅｔｗｏ ｍｅ 鮎 ｄｓ ａｒｅ ｎｏｔ１鮎ｅｐｅ珊ｄｅ邊ｔ

星ｎδ ｃ駐ｎ ｃｏ 獅 ｐｌｅ 棚ｅηｔ ｅａｃお ｏｔ嚢ｅｒ．
Ｋ ｗｅ ｏｂｔａｉＢ 稔 ｅ 卿 ｏｌｅｃ習ｉ撚

１ｎｆｏ ㎜ ａｔ１ｏｎ チｒｏ獅 鮎 ｓｔｕｄｙ ｏチ ｓｔｅｍ ｃｅ聰 ｄ 欄ｅｒ㎝ｔ１乱１ｉｏ頸 ａηｄ

ξｒａｎｓｐ１ａ 搬 ｄ ㎝ ， ｗｅ ｃａｎ ｕｓｅ
ｂｏ列ｅ ｍ ａ服ｏｗ ｃｅ１；ｓ 駐ｓ 齪 ｓ ㎝ ｒ㏄ ξｏτ

ξｒａｎｓｐ１昼脈ａｔｉｏ羽， 弧
ｄｉｔ ｗｉ王一ｂｅ ｐｏｓ畠搬 ｅｔｏｅｓｔａｂ且妻ｓち 搬 ｏｒ…９壬郷；

ｍｅｔｈｏｄｏｌｏｇｙ． Ａξ ｐｒｅｓｅｎｔ， ｗ ｅ ａｒｅ
ｔｒａｎｓｆｅｃ言ｉｎｇ ｔｈｅ Ｇ ＡγＡ 毎

ｇｅ鵬 １Ｂｔｏ ｃ 泌 ｕｒｅｄ ｂ ㎝ｅ ｍ 鮒 ｏｗ ｃｅ１ｌｓ， ｗ
ｈｉｃｈ 蹴ｅ ｃ ㎝ｓ１ｄ ㈱ ｄ

ξｏ ｂｅｉ洲 ｏ｝ｖｅｄｉ列 ｃａｒｄｉａｃ ｃｅ王丑ｄｉ綻 ｒｅｎｔ三ａ芝ｉｏｎ 星ｎｄ ｍ圭ｇｒａｔｉｏ珊 ｏｆ

註ｅ註ｒｔ ｃｅ王１ｓ．
Ｈｏ ｗｅｖｅｒ

，
効 訂ｈｅｒ 三ｎｖｅｓｔ｛９ａｔ｛ｏｎ ｏｆ ξｈｅ ｍ ｏｌｅｃほ茎ｅｓ

ｒｅ王ａ芭ｅｄ ξｏ δ…ｆｆｅｒｅｎξｉａをｉｏ列 ｏｆ ｔ細 ｓ言ｅｍ ｃｅＨｓ ｉｎ迂ｏ ｃ駐ｒｄｉｏ榊 ｙｏ－

ｃｙｔｅｓ， ｕｓ
ｉｎｇ 棚ｏ至ｅｃｕ至ａｒ ｂ圭ｏ王ｏ９三ｃ昼１ ξｅｃｈｎ三ｇ廻ｅｓ，

主ｓ ｅｘｐｅｃξｅ６ ｔｏ

王ｅ昼ｄ ｔｏ 在ｈｅ ｄｅｖｅ１ｏｐｒｎｅ羽ｔ ｏｆ 醐ｏｒ色 ｅｆ董ｅｃｔ三ｖｅ ｇｅＨｅ ｔｒ乱ｎｓｆｅｃξ…ｏ抑。

○ｕｒ ｇｏ駐１ｉｓｔｈｅ ｃ１｛ｎ…ｃａｌ ａｐＰ工…ｃａｔ曼ｏｎ ｏｆｔおｅｓｅ ｔｅｃお列ｉ司ｕｅｓ． Ｔｈ覆ｓ，

ｔｈｉｓ ｒｅｓｅａｒｃあ ｃｏｕ王ｄ ｂｅｃｏ獅 ｅ ｔおｅ ｆ亘ｒｓ言 ｓｔｅｐ 】ｅａｄ｛ｎｇ ｔｏ ａ 頸ｏｖｅ王

ｔｈｅｒａｐｙ ｏぎ ｒｅｐａｋ 邑ｎｄ ｒｅｃｏｖｅｒｙ ｏｆ ｏｒｇａｎ 多羽犯ｃ言三〇靱 盈ｔ ｔ養ｅ ｅａｒ１ｙ

搬ｇｅ －ｎ ｔ養ｅ ｆｕｔ服ｅ，
ｔ註ｉｓ 列ｏｖｅ いもｅｒａｐｙ ｍａｙ ｒｅｐ－ａｃｅ ちｅ洲

ｔｒａｎ舅ｐ…ａ篶ｔ星ｔ…ｏｎ。

ｕｌｔｒａＳＯｕｎｄ ｉＳ ＣＯ抑ｄ羽Ｃｔｅｄ ｔＯ

ｅＸ註 ｍ麦ｎｅ ξおｅ ＣａｒｄｉａＣ

ｆ列ＢＣｔｉＯｎ． Ｈ
ｉＳｔ０茎Ｏｇｙ をｅＳｔＳ

ａｒｅ ｃｏ理δｕｃ迂ｅｄ ｔｈｒｏ長ｇ養

ｓｔａｉ珊ｉｎｇ ｆｏｒ ｃａ■ｄｉａｃ－ｓｐｅｃ｛ｆｉｃ

ｐｒｏｔｅ…ｎｓ ｓ漬ｃｈ 乱ｓξｈｅ ｃａζｄｊａｃ

ｍｙｏｓ三ｎ ちｅａｖｙ ｃｈａ三利 ａ柵

ＣａｒδｉａＣ 星Ｃｔ三ｎ ξＯ ｅＶａ妻ｕａｔｅ

δ｛ｆξｅｒｅＲｔｉａ言三〇靱 ｏｆ ｔｈｅ

ξｒ３ｎＳｐ１棚ξｅε Ｃｅ１１Ｓ ｉ滅Ｏ

ｃａ■ｄ…ｏ 郷 ｙｏｃｙｔｅｓ， 星ｎ
ｄ ｒｅｃｏｖ－

ｅ η ｏｆ ｔｈｅ ｉｎｆａｒｃ吉 ｏｒｇａＢ． Ｗｅ

ｐ至ａｎ ｔｏ ｄ建ｖｏ１ｏｐ ｅｆｆｅｃｔ｛ｖｅ

セｒａ閉ｐ１棚 撚１ｏｎ ｍａｔｅｒｉａｌｓ

…ＸａＩ１１ｉｎａｔヨ◎ｎＳ

｛４ 畝 Ｓａ 脇 ｉ剛ｅＣ張Ｏｎ｝

Ｈ；Ｓ廿◎１０ｇｙ

ξｕヨＣ揃◎ｎ

夏 Ｃ Ｇ
．．．、．
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騒 旧目１ＭＳにおける研究・人材育成

曲プ 饒ジヱクト３ パ

新しい治療法の闘発と臓 器機能の回復を

目指す再生医療に関する研究

疾患の症状が進行する前に、 病態について遺伝子レベ

ルを含め、 詳細に把握し、 浸襲 の少ない方法で治 療を行

い
、
疾 患の根 治率を高 める研突 は、

統含 医科学の 重要

な 課 題 の…一つ で あ り ま す。 本 プ ロ ジェ クト は、
心 筋 梗 塞

．

心 不全、
心 筋症なと１の病 気に対して、 幹繍胞

を秀胴 する

新たな治療方法を閣発して臓器機能の修復、 回復をめざ

すことを 部勺としております。

具 体的 には、 以下 の２つ の方 法を申 心に進 めており

ま す
。

」つ は、 心臓にある幹細胞を利用 する方法であり、 こ

れを生
、
体内に移植すると心筋細胞に分化して、 心筋の機

能をもつことが、 米国の研究者たちによって報告されてお

り ま す （Ｃｅｌ１，！！４，７６３一η ６．２００３）。
心 筋 の 幹 細 砲 は

Ｃ一鮒 ｐＯＳｉｔｉＶｅＣｅ１１ を 分 離 して 得 ま す。 こ れ ら の 細 胞 は 分

化 誘導を起こさせる培 養液に入れると心筋に分化するこ

とがわかっています。 幹細砲あるい は、 ある程度 心筋細

胞 に 分 化 さ せ た 心 筋 前 雛 細 胞 （ｐｒｏｇｅη１ｔｏｒｃｅ／ｌ） を、 予 め

左 遣動 脈飾下行枝を閉塞して作成した心筋梗塞モデルの

心 筋梗 塞巣およびその境界領 螂こ移植します。 動物を生

存 さ せ、 移 植 後、 亘Ｏ 日、 ２０ 日 目 に そ れ
ぞ れ 心 機 能 評 価

施 行後に動 物を犠牲 死させ、 移植 部位の 絹織学 約検討

を 行いま す。 心機 錐 検査とし

もう」つは、 比較的採取が容易な骨 髄細胞に、 遺伝子

導入などの分子生物学的手法を用いて心筋細胞に分化で

きるような細胞 系を移植する方法の 開発です。 既に Ａｋｔ

遺伝子を培養 骨髄闘質細胞に導入することで心筋の再生

が可能であったとの報告 が、 米国の研究 者たちによって

さ れ て お りま す （Ｎａｔｕｒｅ Ｍｅｄｉ 伽ｅ ９：〕 ９５－１２０且，２００３
）。

上記と同様な評価を行 へ 有効な移植材料と移植方法一を

確立していくことをめざします。

以 上の方法 は、 独立したものではなく、 絹補するもの

であると考えられます。 心臓の 幹細 胞の移植の研究 にお

いて得られる、心筋細胞への分化に関する分子の情鞭は、

より効 果 的な 骨髄 綱胞 の利用 を可 能にするものであり、

我々 独藏の方法の 確立も町能にするものであり塞す。 す

なわち、 現在は、 心筋 細胞分 化誘 導および心筋 細胞の

遊走に関与している ＣＡＴＡ追 遺伝子を培養骨髄細胞に導

入することを行っております が、 幹細胞 か
ら心筋 細胞へ

の分化に関する分子を、 我々
が侮する分子生物学的手浅

に よ り、 さ ら に 解 析 す る こ と に よ っ て、 よ り 効 果 が あ る 遺

伝子導 入が可能 であると期 待されます。 塞たこれらの最

終目標は、 臨床応用であり、 症状 が進行する前の診断ど

治療を可 能とし、 将来心移植に変わる新たな治療法を闘

発する研究の第」歩となるものです。

て は九 心 超 音 波 検 査を 行し＼

絶織 学約 検 査としては、 移 植

された細 胞 が心 筋 型ミオシン

重 鎖や 心筋 型アクチン等 心 筋

特 異 的な タン パクを 発 現して

い るかを 検討して、 心筋 へ の

分 化を確 認し、 臓器回
復の 評

偲を行います。 こうした評価を

もとに、 有 効 な 移植 材 料と 移

殖 方法を確立していくこと１をめ

ざ しま す。

班

＼
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苗 納 紬 篶一黛

耐 ９ｅｔｉ㎎ ０舳ｎｔｉ－Ｃａ－Ｃ欲 肺 ｇＳｔＯ

Ｓｏ１ｉｄ １ｕｍｏＩ‘ｓ

Ｏ ｎｅ ｔｈｅ ｍｅ ｏｆ ｏｕｒ ｒｅｓｅａｒｃｈ ｉｓ ｅ軸 ｈａＲｃｅｍ ｅｎ言 ｏｆ ｔｈｅ

ｅチｆｉｃａｃｙ ｏｆ ｌｏｃａ］ｉｚｅｄ ｔｒｅａｔｍ ｅｎｔｓ ｕｓｉｎｇ ｔａｒｇｅ言ｉｎｇ，
Ｔｈｉｓ

ｔａｒｇｅξ圭ｎｇ ｓｅ三ｅｃ言三ｖｅ１ｙ ｄｅ１ｉｖｅｒｓ ａｎｔｉ－ｃ 釧 ｃ⑰ｒ ａｇｅ 鮒ｓ 言ｏ ｍ ａｌｉｇ－

ｎａ軸ｔ ｔｉｓｓｕｅ ａｓ ａ ｐａ王言 ｏｆ ｃａｎｃｅｒ 辻ｒｅａ言 ｍｅｎｔ．
Ｒｅｓｅ 趾ｃｈ 量ｓ

ｍ ｏｖ｛ｎｇ
ｆｏｒｗ ａｒｄ ｏｎ ｔｈｅ 至ｏｃａｌｉｚｅｄ ｔｒｅａ 伽 ｅｎ言 ｏｆ ｃａ口ｃｅ王

ｔｈｒｏｕｇｈ ｔｂｅ リｓｅ ｏｆ ｍｉｃｅ１１ｅｓ． Ｍ
ｉ ㏄ｌｌｅｓ 昼ｒｅ ｃｒｅａ室ｅｄ ｕｓｉｎｇ 盆

ｓｐｅｃｉａｌ ｐｏ１ｙｍｅｒ 棚ｄ １ｏａｄｅｄ ｗ 鮒 棚 ａｎｔ
ｉｃａｏｃｅｒ ａｇｅｎ言・

Ｓ 触ｄｙ ｉｓ 盆ｉｓｏ ｍｏｖｉｎｇ ｆｏｒｗ 肛６ ｉｎｔｏ ｉｎｃｏｒＰｏｒａｔｉ昭 ａｇｅ械ｓ

ｗ ｈｉｃｈ ｅｎｈａｎｃｅ ｓｅＥｓｉむ ｖｉｔｙ ｔｏ ｒａｕｉａ言ｉｏη、
Ｒ ｅｓｅａｒｃｈ 主ｓ

ｏｎｇｏｉｎｇ ｉ蘭ｔｏ ｂｏｌｓｔｅｒｉ蘭ｇ 言ｂｉｓ ｔｙｐｅ ｏｆ ｔｈｅすａｐｅじｔｉｃ ａｃｔｉｏｎ ぎｏ王

ｕｓｅ 盆ｓ ｌｏｃａｌｉｚｅε 鮫ｅ 談 ｎ｝ｅＲま ｄｕｒ三ｎｇ ｓｕｒｇｅｒｙ， 盆ｎ
ｄ ζｅｓｅａｒｃｈ ｉｓ

ａ１ｓｏ ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｎｇ ｉ羽 芝ｈｅ 虹 ｅａｓ ｏｆ ｌｏｃａ１ １ａｓｅｒ ａηｄ ｕ１重ｒａｓｏ ㎜ ｄ

ξｒｅ磁 ｍｅｎ言 ｏｆｃａｎｃぴ．

Ｏ ｎ ｔｈｅ ｏｔｈｅ亙 ｈａｎδ，
ｗｅ ａｒｅ ｍ ｏｖ圭ｎｇ

ａ ｗ８ｙ ｆｒｏ ｍ ｔｒｅ 磁 ㎜ｅｎｔｓ， ｓｕｃ
ｈ ａｓ 言ｈｅ

ｏｐ言
三ｍｉｚｉｎｇ ｔｈｅ らｌｏｃｋ ｃｏｐｏ１ｙ ｍ ｅｒ ｓ主ｒｕｃｔｕｒｅ．

Ｗ 愉 ｔｈｅ ｕｓｅ ｏｆ

ｐｏ１ｙ
（ｅｔｈｙｌｅｎｅ ｇ］ｙｃｏ夏）一ｂ－Ｐｏｌｙ（盆ｓｐａｒｔａ言ｅ ｅｓ室ｅτ） ｗｉｔｈ ａ

７Ｃ ％ ｂｅ羽ｚｙ
；
９ｒｏｕｐ ｓｕ

ｂｓ言三言靱ｔｉｏ珊 ａξ ξｈｅ ａｓｐａ工ｔｉｃ ａｃｉｄ ｓｉｄｅ

ｃｈ畏圭ｎ，
ｗｅ ａｃｈｉｅｖｅｄ ｓ言ａｂ１ｅ ｉ蘭ｃｏｒｐｏｒａ言…ｏ羽 ｏぎｔｈｅ ｄｒｕｇ ｉ咬ｓｉｄｅ

古ｈｅ ｒ訂ｉＣｅｌ１ｅ ｉｎｎｅｒ ＣＯｒｅ． Ｂ
｛０ｄｉＳ言ｒ｛ｂｕｔｉＯＰ Ｏｆ ｔｈｉＳ ｐＯ１ｙｒｎｅｒｉＣ

舳ｉｃｅｌ１ｅ ｗａｓ 盆ｎａ１ｙｚｅｄ ｕｓ
ｉＢｇ
Ｃ ２６ 触 ｍ ｏｒ－ｔｒａ藺ｓｐｌａｎｔｅｄ ｍｉｃｅ－

Ａ ｓ ｓｈｏ ｗ ｎ ｉｎ Ｐｉｇ． ２，
ｔｈｅ ｐｏ１ｙ ｍ ｅｒｉｃ ｍ

１ｃｅｌ１ｅ ｃａｒｒｉｅｒ

ａｃｂｉｅｖｅδ ｓｅ茎ｅｃ童ｉｖｅ ６ｅ１三ｖｅＷ 迂ｏ ξｈｅ Ｃ２
６ ω ｍｏｒｓ ｗ三出 ａ

６－ｆｏ；ｄ ｅｎｈ盆ｎｃｅ ｍ ｅｎｔｉＢ ｃｏ ｍ ｐａτｉｓｏｎ ｗ 鮒 ｔｈｅ ｃｏｎｖｅｎｔｉｏ蘭ａ玉

ＣＰＴ ｆｏｒｍｕ三ａｔ三０Ｅ
，
ｗ 舳 ｅ ｔｈｅ ａｍｏ纈ｎｔｓ ｏｆ ｔｈｅ ｍ｛ｃｅｌｌｅｓ

ｄｉｓｔｒｉｂｕ辻ｅｄ ｔｏ ｎｏｒ㎜ ａ１ ｏｒｇａｎｓ ｗ ｅ 肥 ａ－ ｍ ｏｓｔ ｔｈｅ ｓａ ｍ ｅ ａｓ

ｔｈｏｓｅ ｏｆ 乏ｈｅ ｃｏ 榊 ｅｎまｉｏｎａ１ ｆｏｒｍ ｕｌａｔ三〇ｎ．
Ｔ ｈｉｓ ｉ至１ｕｓｔｒａｔｅｓ
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鰯 １ＲＥｌｌＭＳにおける研 究・人材育成

舘プ 饒 ジ 笈 ク トｓ － ２

高分子ミセルによる抗がん剤の 籔

ター ゲティング 織

癌の治療を昌的とする癌組織 に制癌剤を特異 的に取り

込ませるター ゲティング技術を用 いて、 局所治 療の効果

を 高める研 究は、 その一つのテーマです。 特 殊のポリマ

ーを用いて、 微粒子 （ミセル） を作製し、 その申に制癌

剤 を人れて癌の筒 所に集中させる研究を進 めています。

さらに放射 線感受性を高 める薬剤を 組み入 れること等も

検 討しています。 このような治療 効果を増強 する研究 を

手 術中 の局所 治療に応 用し、 癌の局 所のレー ザー 治療

や 超音波 治療法の属 所治療 効果増 強の研究を進 めてい

ま す
。

」方、 現 在の外科的または放射線

学 的 治療 法で は疾 患を 制 御しても、

その後に起こる臓器機能 の障害に対

に ベ ン ジ ル エ ス テ ル を ７０ ｍｏ１％ 導 入 し た ブ ロッ クコ ポ リ

マーを用 いて。 抗がん活性物質をマウス固形 がんにター

ゲティングすることを目指しています。 皮下に Ｃ２６ がん

を移殖したマウスの静脈内に注入し、 ２４ 時間後 の体内

分布 を測定し
、 従来

型 のエマルション投与と比 較しまし

た。 図 ２ に 示 す よ う に 心 臓、 肺、 脾 臓、 肝 臓、 腎 臓、

Ｃ２６ 固形がんでの分布量を比較すると、 ミセルでの投与

で荷意に分布量が多いのは腎臓と Ｃ２６ 固形がんであり、

特に、 Ｃ２６ 固形 がんではミセルは従 来法の ６倍の量 が

分布していました。 以上より、 カンプトテシンの厨形がん

へのターゲティングが達成されました

１ラナ㍗

１
．
２

／ 重 Ｏ・８

！ ０
－
２

［三ヨ：ＣＰＴ従来投与法

鰯：ミセル封入ＣＰ７

（ＣＰＴ ５０ 峠ｇ／マ ウ ス）

／
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騒 １Ｒ目１ＭＳにおける研究・人材育成

辞プ簑 ジヱクト峰

遺伝子解析診断法の研究

疾患の遺伝子解根、 タンパク解析等 の研 究を基盤にし

て、
疾患の ＤＮＡ チップの闘発等、 疾患の発症前診断に

役立つような検査法を産学 協同の研究 で進 めるプロジェ

クト で す。

プロジェク Ｈ の 研究は、 眠亘玉ＩＭＳ での研究成 果
を実

用化することで、 核酸、 抗体を用いた新たな 検査 法の開

発 を す るこ と で す。

そ れではその 背景について少し説 明します。 これ
まで

遺伝 病は特定 の家系 にのみ発 症するど考えられ

た ４，ＯＯＯ 株 の リ ン
パ 球 に つ い て 還 伝 子 解 析 を お こ な っ て、

その 解析結 果からマイクロアレイ （ＤＮＡチップ） を作

成し、 疾、患遺伝子 を簡便か つス
ピーディに解析すること

を冒的とします。

単 一ヌクレチオ ド解 析一 再 塩基 配夢■ｊ解 読

Ａ
著 窺 墓 毎 に為穫 類 の 塩 墓 を読 む ため に酉ヨ霞 さ

童 れた４つ の プロー ブを 麗 いたＳ漏Ｐアツセイ

１１
ヨ；晦１愉

ｃ 泌 燃 蟻蓬 繍 狐γ 織董笈 擦 傑

本プりジェクトは、 新しい予 防法の闘発として解析した

ゲノムデータを周 いた突 然死に至る遺伝性不整脈、 心筋

症などのＤＮ Ａチップ開発による超早期疾患診 断１ 発疲

前診断・予防システムの構築を行います。

当 面、 小 児 の 集 圃 検 診 等 に 利 用 することを 冒 標 に

４
，
ＯＯＯ株のリンパ球の中から不整脈の疾患 遺伝子に関す

る Ｄ Ｎ Ａ 配 列 の 解 析 を 行 っ て い ま す。

て い塞したが、 現 在で は生 活 習慣 病 （高 血圧，

虚血心 疾患、 動脈硬化、 糖尿病） やアレルギー

疾患、 悪
性腫 瘍、 精神疾患、 感 染症に対する抵

抗性など、 今
まで後天性 疾患として扱われてきた

疾患の多くが分子遺伝学の進歩により、
先天性ま

たは 遺伝 性であることが証 明されるようになって

き て い ま す。 こ の よう に 遺 伝 子 は、 医 療 や 健 康 の

あらゆる悶題に 関与することが明らかとなってき

ま し た
。

本プロジェクトでは、 本大学の研究室で長年集

積された貴重 かつ膨大 な鶴床情 報と基礎研究 の

情 報 を もと に、 ＥＢ ウ イ ル ス で トラ ン ス フォ ー ム し

鈷

３．；維引ＭＳに
おける 概 究・人 樹 奮 成 プＯ ジェクト ４
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騒 １Ｒ目１ＭＳにおける研 究。人材育成

撞プ饒 ジ笠クト尊

伝統医療の活馬と統含医科学

日本は、
世界 的にもまれな長 い統含医療の歴 史をもっ

ています。 すでに江戸時代の申頃には漢 方医学と１西 洋医

学 （主にオランダ系医学） との磁含で大きな成 果を挙 げ

ていました。 たとえば華 岡青州は 泄界で初の全身 麻 醐こ

よる乳癌の摘 出手術を成功させました。 彼の使用 した手

術器具は 西洋からのものであり麻酔薬は漢方薬でした。

明 治時代にはいち早く西洋医学の課目のみによる 医師

国家試験制度を発足させ、 漢方
を行なう場 合にも西洋 医

師免許の取得を義 務付けました。 日本のように獲帥の判

断で伝統医学ど茜洋 医学の両方の治療を選択 出来るのは

ア ジ ア 諸 国 の 中 で は ま れ な 制 度 で す。 （Ｆｉｇ．至） 現 在、 日

本 の鶴床医の ７０％近くが漢 方薬を含め伝 統的医療を日

常 臨 床に応 用しており、 学 会が 認定 する 漢方 専 門医も

７，ＯＯＯ 人 に 達 し て い ま す。 漢 方 薬 の ９０ ％ 以 ヒが 西 洋 薬

を 併 用 し、 両 者 は 補 完 す る 関 係 と な っ て い ま す。 こ の 他、

漢 方医学には漢方 薬だけでなく未病 のうちに生活箔導 し

て発病を 防ぐどいう優 れた考え方と１ノウハウがあります。

（Ｆ１ｇ．２） 現在。 伝統医学教育は獲科大学では必修となっ

て い ま す。

冒本 の 医療は、 伝 統 医療と現代 医学 が 統合 すること

により、 より 優 れ た 治 療 学 を 確 立 する こと が 可 能 で

ある こと を 示 し た 貴 重 な 例 で す。 今 後も 民 問 療 法、

代 替 ・ 梢 補 窪 療 （Ｃｏｍｐ１ｅｍ ㎝ｔ蹴ｙ ａｎｄ Ａ１廠 ｎａｔｉｖｅ

Ｍ 納 伽ｅ：ＣＡＭ）さらには先端獲 療も安全性と街効性を

確認されれば現代 医療 に包 括され、 さらに発展できる柔

軟性をもつ 医療 モデルです。 これこそ長寿国である日本

の医療の特徴どして世界に発信すべきものです。

東京女子医科大学の 眠ＥＩ亙ＭＳの昌的の一つに ＣＡＭ を

科学 的、 臨床 的に評俺 するシステムの構築を挙 げていま

す。 特に疾病の 予防から未病の治 療に重点をおき、
幅広

い領域を統合して食事、 生活 指導 から治 療薬までを含め

た多様 なハードウエアと１ソフトウエアの開発を目指してい

ま す
。

伝統的窪療、 代警医療の科学的検証

現在市場に出回っているさまざ蒙な健康食晶、 漠方薬、

栄 養 機 能 食 晶、 ま た ア ロ マ テ ラ ピ ー な ど、 伝 統 的、 雲 た

代警 医療の真の奮効 性を科学的に正しく評樋することを

目 的と１した 研 究 で す。

鍋
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鰯 睨目 ＭＳにおける醐究。人材育成

ヴ 簑ジ笈クト鷺 りづ割

現在の 医療は、 基本 的に西洋 医学で病気 の病態の 解

窮 か ら。 診 断。 治 療 が 行 わ れ て お り、 病 気
ば か り を 見 つ

めて、 患者の心の重要 性は軽視されがちな 傾向がありま

す。 米 国、 ヨ ー ロ ッ パ で も、 伝 統 的、
ま た は 代 替 医 療 を

利 用 す る 人 は 多 い。 ドイ ツ、 フ ラ ンス で は 人 口 の 約 ２ 分

の 亘、 米 国 で は 且，ＯＯＱ 万 人 以 上 の 人 が。 伝 統 的、 代 替

医療を利用しているといわれています。 米国では医科 大

学 の ６０％ で 伝 統 。 代 替 医 療 の 講 義 が 行 わ れ て お り、 ド

イツでは、 植物医療が医学教育の中で必須科嘗になって

いると伝えられています。 現在、 健康食 緑や栄養 食晶は

市場に広く氾 濫しています。 しかし、 その有 効性 につ い

て科 学的に明らか にされているものは、
ほとんど無い の

が実情です。 欧米でも同様 の傾向があり、
したがって 米

園では 互９９０ 年代 から、
伝統 ・代 替医療の 科学的評燭

を行う研究が、 ＭＨ を申心に多額の研究費を投じて闘始

されてい塞す。 伝統 医療には 漢方薬のように、 歴史的な

経 験に基 づいて、 永年周 いられている薬 剤があります。

」 方では気功とかヨガのような 精神的、 または自律神経

系の安定をもたらして、 健康増 進に役立てようと１する療法

等、 さまざまな治 療法があります。 気功 は、
中国古来の

健康法で、 姿勢の矯正や特殊な呼吸法等により、
生 命の

エネ ルギーである 「気」 を体の 内部から作りあ げ、 鍛え

ていくとするものですが、 気と１は何かと１なるときわめて不

明 確 で す。 本
プ ｏ ジ ェ ク ト で は、 今 ８、 日 本 で 使 用 さ れ

ている漢方薬 や栄 養食 晶の全てを評価すること

灘 嚢標

いわゆる健康 食晶など、 従来、 代替 医療と箒われて

きたものの安 全性と有 効性を評 価し、 さらに遺伝子。

タンパク解析などの科学的手法 に基づ いて効能を検証

しま す。

灘 研聚方法とテーマ

テーマ１

サプリメントの安 全性と有効性に関する け 試験

サプリメントの安全 性ど有効 性は、 断片 的にしか検

討 さ れ て い ま 菅 ん。 食 経 験 の あ る も の に つ い て は、

とトにおいて早 急に科学的に検討すべきです。 我々

はオリジナルな低コストの臨床薬理試験プＤトコール

の 確 立 を め ざ して い ま す。 そ の た め に、 臼 本 で 発 達

した伝統医 学的ノウハウも活用し、
少数例 でも有意

差の検定ができる方法を検討しています。

テ…マ２

有効微生物の人体への安全 性と効果の評価

テーマ３

アガリクスの人体への効果の評価

灘 滋及効累

新しい科学 的根拠のあるサプリメントの開発

伝 統医 療、 代 替医 療 などの科 学 的評 価 の確 立と、

健康食晶関連産業の健全育成

医療消費者 及び医療 関係者へのサプリメントに関す

る正しい安全情報の発信。

は で き ま せ ん が、 そ の 申 か ら 選 択 し て、 そ れ が

人 闘の健康を 維持したり
、
疾患の 予防、

治療に

資 献しているかどうかを統計 学 的な解析 を行っ

て、 科学 的に孝棄証すること１を 帥勺としています。

それらの中から価値ある医療を取りあげることが

できれば、 健康増進に寄与するど考えています。

〆

１ 鋤
＼
＼
、㌦

３．ｉ縦１１ＶＳに 搬 橘 概 究・人 材 奮 成 ・ フ ロジェク ト ５くつ づき）



騒 臨鶉鎌飾 鋼樹闘鵬誠１鯛 誠眠目１鵬

帯騒碓 翻灘鱗 翻 釘 離 鮒

亙浸遭玉玉概ｓ 星三㎜竃 亡◎ ｅ軸虹 棚 鵬 養ｉｓ蘭ｓｅ 駆ｅｖｅ鮒ｉｏｎ 註ｎ泣 ｔｈｅ

○慨 洲 蟹㈱ 的 滅 鮒ｅ妄破註蔓１ 鰍㈱鈎 抵Ｃ０璽Ｏ搬 醜 細 五匿㈱

獅ｅ磁星１Ｃ鮒 １流 榊 燃莉註総 脇 納 晦ｅ 鰍 れ むｈ蹴ｅ 椀

Ｓ ㈱ ジｔ 宝櫛 盆 萬が ｅ棚 Ｏｆ 豊養Ｖ註 鵬 養 疎ｙＳｉＣ誼且 鹸 Ｃ細費Ｓ、

搬ｇ蜘ＳｉＳ 註繍 Ｃ搬 撚 ＣＯ㎜ｐ 繍 嚇 １耽 Ｃ０ 棚 ｅ脇ｇ． 嚇 搬

盆Ｃ重丑Ｖ童重丑ｅ§ 竃葛０し一至銀 ｒｅＳ窪互宜 ｉ蛆 重鼓嘗 ｅＳ宜註お雲童Ｓ疏ｒｎｅ班重 Ｏｆ 盆 ＳＯＣｉ盆玉

鋤 愉⑪蘭胱珊い 鮒 榊 榊言鍋 棚 鮒鮒ｙ ｓ齢 鮒ｅ 齢ｅ星脇

欄脇ｇ鷲鵬滅 醐Ｏ鵯 触 陣Ｐ泌 鰍 醗 燃 Ｓ㈱ 廃 塁１鵬養

ｔＯ、即 欲 養 ｔ註蘭 Ｃ更⑬豊ｔ妻⑪ｎ ⑩ｆ 豊葛 ｅ蘭Ｖ玉正（盲蘭 ㎜ｅｒ…ｔ重お甑ｔ亙ｎ豊良ｅＳ あｅ註…宜誌 Ｃ婁望ｅ

蹴 棚 繍ｅ 毘納 統 卿ＶｉＳ１㎝ Ｏｆ 繊ｅｇ漱ｅ養 繍轟

Ｃ⑪ｍｐ 磁 ｅ鵬 紬 Ｓ鞭Ｐ０ 鮎Ｏｒ 鵬 養 滅 Ｃ註ｒｅ昼 飾 搬Ｓ 嚇 鮎 岬

繊ｅ 勅 Ｃ棚Ｓ Ｏｎ 聾鵬 ∀⑬ 漱 紬ｅ 盈訂藪 塞ＯＣｉ豊ヱ Ｗ ｅ茎稔 獺 ㎜曾 戯Ｃｉ貰竈．
丁養ｅ 奪蘭養

欄 滅 鹸 ㎝ 腕 艇 脇 ｅ㎜ｅ 戦 ｎＣｅ Ｏｆ 註 苅ｅＷ ＳＯＣ滅 Ｗ 搬 鵬

㎜ｏ繍 鮒 鮒 碗註晦 搬ｉ阻

残 鍵瓢㌘㍗⊥ 鱗 鱗■葦 畷 総漁 鱗鰯竃鮫議鱈籔萎ξ

釧

鱗蟹§§ 欄⑬繊…㊧竈Ｂ

鱈漠鐵㈱蔓蘭駿慧妻繊魏 綱遷量慧㊧燃 動

繍聾障窃董；竈…蘭竃頸硫姜偉幡醜竈ｙ

ゾ

ア齢繊詐⑬誠§饒 繍建滋態議；

鶴笈餐繍 紙蔑滋⑬蘭 鰹嚢 駿儀鰍 動

錦露騨竈茄艘≡師電饅寮冒竈…圏嗣⑫聾

簸欝竃騒嚢彗蟻銭 繍轟鐘萎鐵議蓬

簿麗鱗鰍董鞭蟻竃萎鱒鎌 籔簸簸 鱈簿鱗鍵

・ 純 繍 繍 榊 繍 鱗 鱗董１童１黒

籔離轟繋誰繊艦謹 議轟謹搬…鵡輯覇輯鴫蟷軒

鎌晶欝蟹毒鵯罫姜葦鞘書蜜難竜毒鯉蹄

鐸轟織１垂毒轟違轄翼葬韓掌聾融鵠睾轄聾董強罫窃量轟燃毒麹

３－ Ｒｅｓｅａｒｃお ８ｎｄ 匡ｄｕｃ８重１ｏ竈 ８言１Ｒ…≡ｌｌＭ Ｓ 蔓柳ｅゴｉｍｅｎｔａ 閉ｒ昧 Ｃｔ



騒 眠副 榊Ｓ挺お敏る翻究固人材育威

悪 繋 籔 葵 験

醐 醐Ｓ は、 自発的健康鴛理を支援玄るだめの環境塗

して、 高 度 の 人 間 ドッ ク 。 診 療 １ 包 括 約 カ ウ ン セ リ ン グ の

サイクルに、 最新の医療情報 峠口識の開示ど、 学習環境

の提供を 行うこ＆によって、 人々の疾 病予 防ど生 活全体

の改善をめざします。 新しい 医療福祉稔会モデルを実環

するために、 人々の生活 環境全体を包み込敬ように支 援

し
、 予
防医 学養伽 福祉 医学 的な医 療活動を 総合 的・包

括的に支援い淀し豪す。

翻 ⑬⑩項慶

薫 鱈糞繍滋

１ 繁鰯穣診
１ （奄蠣 驚）

。 綴 機 誰 魔 霧

雌篇櫨
１藁：離 鰯； 鑑：嚢 渤 擁

鍾簿⑳火蘭 紗㌘
（魏頚嬢）

胡 綴 機 寵 簿 霧 １議畿灘簸幾灘 鍍

１ 欝 簸 灘 簸募柱

哨里総鱒簑鑑簸鑑

１麟灘灘 鰯譲繊滋

＼

紐

＼＿

３．１艇１；ＭＳに 撤チる餅 勢 人 材 育 成 ・ 実 証 案 験



躍灘 Ｒｅｓｅａザｃｈ ａ洞ｄ 厘ｄｕｃａｔ１◎洞 ａｔｌＲ 目目ＭＳ

苗 融蝉 触 鱗強１細 紬電／鱗鯨鍵錦

ｇ 鳥一細ｉ頸・ 抑 榊・舳撒 崎 ・㈱ｉ㈱ 洲１・撚べ維 舳 。鮒ｉ；；ニニ；τ！
Ｊ

■）ｅ｛ａｉｉｅｄ ＯＩｉ莉ｉＯａ８ｔｅＳ言Ｓ ａ蜆ｄ 畠ｎεＩｙＳｅＳ

…ｎｄ…ｃａ着ｅ言ｈ⑱ ｈ㊧ε狡汽 鴎⑬艘６姦ｉ⑪竈 １；１罵１灘：ボ㌣轡々
・撚 繍 蜜／汚

二釦 く敷

１り

∵
ド０◎ｄＳ ａ藺ｄ ｒｅＣ：葬ｅＳ

確球
Ｐｒ０騨優ｒ ｕＳａｇ＠ ◎青Ｓ阯獲Ｐ６ｅ耐一ｅ蘭ｔＳ

εＸｅ『ＣｉＳｅ

３， Ｒｅｓｅ己ｒｃわ 易ｎｄ 葺ｄｕｃａｔ１ｏ竈 ８重１胃讐ｉｌＭ Ｓ ＥｘｐｅｒｉｒｎｅｎｔａｌＰｒ〇三ｅｃｔ ｛ｃｏｎｔ１ｎｕｅｄ）



鰯 擬蓋１榊簿腱溝賊る研究韻人樹竃威

朝繋誰嚢験 樽 灘事

欝欝

簿
’

蜆一
簸 織 轟 鰯 鰯 灘 饗 瀦 ・ 鶏 嬢 ≡

、鱗 緯 添 ・

嚢欝 綴艦態 緩嬢 綴繋議趨繍 灘滋鰯 醸嬢幾澄鐙繍

麓 灘曲灘 灘 瀞 瀦 灘 簿 滋 榊終

纏鰯犠鍾籔嬢議鰯欝灘一陰

鏑蟻
蕊泌紗欝該蒙潔》察雛鰯麓綬綴飾

籔灘藩餐鰯綴搬

１ 錨
交

×
、



…轟１
鰯 髄鍵雛誰 鋼 鰹 魏 鱗１鯛 誰瞬翻鰯騒

苗鱗灘鱗難鰯鱗驚鱗 鶴鱒藪 鱗誰嚢灘欝轟蓮灘鑑灘灘灘 灘簸議轟灘灘簸輯蟻灘雛

鰯 禁
諜

蓬嚢菱嚢嚢妥 萎轟 餐翻 薮鐙籔鰯簸婁嚢窪蓋⑱灘 慈露 籔嚢慈蟹襲 菱灘嚢鱈嚢嚢嚢蓬嬢濠 鰯竃鍾書壌鐙重

…鱗嚢蕾灘轟董襲蟻壌 滋竈竃出
軸嚢菱嚢縫竃董

蜴
鰍 竈籔凝嚢 穫鰯 鰯 簿綴窪譲繁 灘蟹蓬繊 鰯藪鷲駁 獲董滋嚢嚢

１鰯 鱈鰯 鰯菱繍 鍾繍鰹嚢鰯鵜 鰯 灘 繍鱗 綴鰯養簸鰯

鐙轟窪嚢 鐵蟻 壌鰯獺藪獲滋蓬篶董 繊竈萎奄灘蟻蔓
幾駁 萎綴 菱蟻竃 懇蔓滋嚢薬 蕾嚢羅鰯奪燃翻塞嚢宝

鰯 灘 鱗 鱗 鰯 鰯 鱗⑬繍 鰯 鰯嚢罰灘、灘 鰯 鰯萎鰯 鰯轟

盆竈 蟹滋騒灘霧罎鐘 釜婁萎 鐵襲慧竃蕾 釜鰯 湧鰯 滋獲嚢 譲
垂垂
獲鰯鰯
総雲竃 繊轟竈鱗麓竈一 綴

蟻⑱ 搬獲魏莚灘 鰯 鰯鰍婁 獲鰯 灘 滋 滋欝騒茎総 菱篶灘勲轟 簑綴嚢・塞嚢 灘蘂滋 繊籔

灘竃繍蟻 綴 繍鰯 籔養鰯§鰯 灘鰯駿 嬢 繍 蟻 鰯鰯嚢

鐙嚢奪籔 鱒穣護嚢婁穣蟻鍾 妻…姦鰯鱗 繍⑱鰯慧 籔綴鐙 醸蓮董燃彗 蓬嬢婁塞轟 籔獺銭 窪鰯獲鰹鱗霞霊籔

竃垂滋養襲護星 鐙霧竃羅．
慾驚餐 §薮竈嬢蓋鰍銭繍 壌鱒鐙護 繍 蟻蓬繍嚢嚢 鐙籔慧鐵 総懇嚢畷嚢轟

搬⑬嚢竈 萎懸観滋 蓑鱈蟻 董董竃鰯轟与 轟翻籔
豫 騒轟 蓋強灘妻饅蓬鰹嚢萎蓋雛嚢 鐙籔莚籔 鐵餐 繊壌

菱量灘竈蓬幸 獲籔鰯露婆轟誼§鶉
籔蕊鎧 総 鍾滋鐵籔宇 鰯護 綴

慈簸萎養鰯 竃頚籔馨萎萎綴簸言 嚢蟹翻驚獲灘
菱

磁鵜 繍 鱗 嬢蓬繍霊 畿 鰯 繍 鰍 繊 灘繍鱈灘鰯愛 鰯鑑鰯ヨ

議繍 竃 騒菱鰯 鰯譲竃籔．騒鰯繊 鰯 鰯 鰯 鰯§籔磁 鐙萎§霧鱗竈 綴董鵜馨 搬蟻

鰯鍵縫鐙宰灘蓬繍 灘繍 鱗 鐙鰯 鱗幸萎鱗 鰯縫 灘 綴 鰯鱈蟻

嚢嚢嬢滋獲莚 籔童至 護蓬書霞 蟹鰯鰯…懸
韮竃 竈嚢燃 鱗蟻燃竈 簸慈

濠 鐙曇鑓 鰯竈轟一
磯 餓 鱗

霧鰯壷鵜 繍 繍 鱗 鰯 繍撚 滋嚢 鰯繊鑓 鰯蓬 鰯 鰯１

鱗 繍 繍銭鱗萎鰯鰯鰯滋鍾 灘 鰯釜灘麓繍 鰯 議獲蓬鰯 鱗 灘萎

獲⑱ 鰯 総茎竈 瀦竈嚢籔蟄籔畿 潔籔滋§与 徽壌 壌羅獺 籔磁
蓬鰯鰍籔窪養穣嚢嚢滋 鰹籔霊籔董綴

鰯薯繍奮塞 誰爵 轟驚鱗灘騒 滋 畷葦嚢醤．
萎… 嚢綴濠 嚢、

鰯竃 嚢萎籔…菱 窒鰯 鐙竈灘竃茎鐵欝

垂嬢魏菱獺繍慧 繍蟻繊繊嚢轟 養懸 籔蟻籔簸騒竃 掻灘蟻 癒譲轟蟹轟 嚢滋鐙竃 婆鐙蕊魏慰糞 籔欝

蹴鱒蓋鰯鱗 灘鰯餓鰯獺鰯灘繍綴鰯鰯 灘嬢搬嚢鰯

垂轡謹重綴婁獺茎萎 搬竃畿鰯鐙醤 莚鰯 凝搬嚢鱗霧麓 葦灘壌鰯燃 灘麓釜轟 鐙籔菱繊 禰議彊

竈翻董鰯繊養簸 滋鐙薮籔 議 濠董鰯澄董壌鰯 養籔 嚢鰯竃壌灘奪董翻萎萎 ⑱綴聾 董竈§滋蓬轟 鑑轟 萎澱

繊蟻妻整 饗董馨爵籔滋糞 竈鰯撞雛蕃 繊竈籔 灘竃 嬢灘嬢凝 繊嚢懸壌翻蓬莚 嚢鰯聾 鐙鰯滋鰯董§ 鰯董

饗藩滋騒瀦糞豊 滋 艦灘滋灘蓄竜灘滋録．
綴稔穣……窪蓬鰯鰯、 燃簿 籔

嚢轟綴 鱗籔翻護鰯 鐙餐蕊竈萎鰯醸

嚢． 総竃鯛襲鎌 富鰯 騒 鵬 鰯 酬 竈韮１饗蓬１繍姦

蟻鱈 鰯 灘滋蟻董葦灘趨養滋嚢竃穫護麓蟻欝蔑護鰯襲鐙⑱嬢套鰯董轟 議滋鐙 嚢籔釜差鴛鱗竃篭獲鰹。選熟

獲嚢 滋蓬蟻嚢嚢簸蓬菱鰯懸 蟻嚢蓬驚壌 蟹懸蟻徽餐 鰯§竈灘壌籔 麟竃翻嚢蓬§， 籔薮
童凝嚢鰯嚢燃籔一

嚢蓑鰯滋 義綴餐嚢籔護 鰯 趨灘嚢蟻 護鰯穫董籔蓬醤嚢董萎董蓬竃鍾 麟穣畿獲籔蓬 徽欝羅蓬鰯糧滋竃竈灘澱 慈遜

議獲繍蟻簸慧慧。
澱董繊 繊蓑墨 養繍嚢蓬議聾鮫騒獲窪滋襲餐写

趨⑬壌蓬趣蓬墨 籔魏鐙 嚢籔菱童壌籔釜竃

籔譲籔 竃⑱鰯饗穣握簸竃嬢菱鰯 鰯灘露襲慧⑱翻董鐙竃竃菱董鐵滋轟 繊 鰯薮轟竈畿

難。１ 磯 鰯１搬婁 鱒藍繍 鰯

綴竈簸饅毒鱒獲灘…欝翻嚢 樽祭 竃繁鐘圏簑一繍韮竈嚢寵覇董欝麹 隠護鷲譲言轟麹ヨ量翻嚢葦謹嵩菱瞳麹蟻薙蝿聾趨 姜懇熱調薄



騒 臓圏 鰯嚢艦 鶴嫁轟瞬窺輻燕構驚載

１擦擦轟溝欝簿灘麓簸 蟻 鰯誰鶴轟誰

綴 欝 礒 轟 撃
、、

濠級滋煽 ⑱ 蟹艦 懇璽 嚢慧 勲護、 懸藩滋蠣 鰯籔滋鰹嬢麓

欝 携 級慈蕊濠鷲濠田 羅鱒懇 繊姦、 蟹 灘繊鰭耳 鰯激 叢締

簸⑱簸蓬蹄 紬 畿 溺 濠幾篠麓警縫鯵鷲譲麟 擦罵戴滋襲繍

議慈 繊潔懇戴繊茸 蒙縫、 舷遜縞 藩奪滋 慧濠麓繋擬綴懇鏑繊

載 鴻 灘簑鴻 嚢薫縄 籔 携 繊譲繋竈 繋濠懇、蓑磯 滋 蟻護

翻 繋鱒滋確 鰯繊篇縫 餓霞、
綴 議鰯鎗糠 漆簿 鑓議欝 蟹漆

慈濠⑱簿綴鰹灘 簸鰯麓鰯奪躍 機欝 鱗蔓糠譲戴篇潔潔獺一

繋繊 難 織籔嚢嚢縫濠獺懇慈繁隷螂 穣擦雛鷲、 繍鑑潟簸懇

鰯疑繍 瀦 蟹嬢 麟 髄 繍欝１鱗鯨陰帝 驚 慈 諸 蟹簸鰯綴

葡 講 蟻一潔懇蔓鮫 織畿籔 貌綬滋鐙繕繁繊懇 愁 穣戴

滋潟、 暖⑱繍 鰯護鰯鐘薄滋蓬聴 襲 綬議羅鐙畿 勲蔓戴慈蟹

嬢鱗綴潔一潔残一繁麓篠慈濠 繍 嬢 嚢鰹滋蟻譲繋螂

糠 欝 麟熱拳縫綴 簸灘 蟻 糠霊灘 騨 鰯 鱗鐙繍

灘 鰯 憾 鰯 鰐 蟹鰯韮嚢 綬憾丼 綴欝 麟譲欝繋一潔残一潔縫

織簸戴鐙縫鐙⑱継纏雛麓総繊滋縫懸鱗懇窮 欝 彩 終滋

縫潔※綬滋一 擦 桑燃影潔一 擁 獲鐙懇咄 潟萎鐵 蟹嬢 麟嚢

鰯 簾潔一潔鵠 縫 熟残 潔一滋縫畿懇籔慈嚢萎萎鶴嚢嚢緩

護級高 綴鰯 滋疑 繊獲麓鰯綴戴慈 濠 湧 縫纏雛 籔 潔潔嚢

疑影潔繊繋彩 滋滋 護懇帝 翻滋懇砧 灘繁 羅鯵鐙霧懸繍 欝鐙

議瀬簿 篇蔓濠簿耳 嚢薬瀦 麓繋鱗戴鐙懇 灘 灘欝露 濠鯵議戴籔

籔嚢縫纏雛鐙擁篇縫 繊蔓再 幾嚢⑱簸嬢繋一潔簿灘簾糠議

潔一潔麓灘鰯 繋慈濠 蟻 蹄 薇鍍鷲戴螂

灘頚護刊 議綴濠鯨繍驚綴１議 籔纏鰻鑑緩繋麓鱗綴懇慈

濠 選，鰯⑬ 燦懸綴騒糠麓綴鴬滋覆鰭蟻帯 懇擬
麓鰯奪疑荘 騒

麟鱗、繋際鰯違 鰯 謡 鐙微潔滋、潔滋 簿綴鏑濠⑱鰯綴 銭

繋⑳繊繁滋 麹 諾 澄趨 羅鰯譲 麟１繋鱗１緩 濃鐙勲竃露 戴

鐙灘嬢鍍灘穣 鰯欝灘慈錐鶏鰯 獲 繍懇姦擦 濠藺 濠雛騒鱒 蔵

熱 鰯 鐵 綴繍 繊 醸鰺綴蜜蔵由 糠幾滋繊懸鰯 灘 擦 繍、

鰯滋鰯纏 縫灘級懇繊鰯 麟鰯 鰯議識鐙 縫鱈 繍蔓議滋繊懇帝

鐙 級 馨雛鰯 欝鰯 籟嬢 麓鱗 撚鐙憾懇 鰯識 繁糠 麓縫 纏慾譲

叢

鰯鰯 １繍 綴韮茎鰯 懇議議慧槻綴簸慧級鐙鱒慈麓構鐘総

滋 滋嚢織綬滋懇繁縫滋珀 滋嚢縫鯵鯵懇穣繁澄簸簸鐙繰蟻鑑

滋濠繊慈嬢 鐙籔 綴 擦 戴日 濠鰯潔繁繋 錨謹、 嚢様 濠鐙 蟹

⑱欝麟 鱗 麟萎籔 籔醤籔鰯鰯嬢鐙１議繊懇構趨 擁滋鰯

識麓繁籟級繁戴曲 濠鰯潔澱繋滋澄鐘鐙薮嬢潔 頚 鞍 慈籔鰯

轟辮鰯簸鍾驚穣愁籔 瀦灘篠鰯譲一欝残一桑綬潔 嚇 潔一

繊澄残 濠蟹擦調 鱗慧鑑鰯戴慈緩綬懇、 轟 撮議鱒 繍識 麓藩

鰯懇慧鐙鑑滋蓬慈蟻議 窮

畷茎 纏簾鰹嚢馨灘鰯

錨

嚢，；鰻１繍嚢１議１縞 綴 欝 災滋慈滋 ・ 繍欝獲瀦察犠灘嚢鑑 鰯 繍 滋 鰯繁



騒 照ｅ鵠 甜ｃｈ載洞ｄ 尉繊ｃ甜１⑪洞 説 胴 副 ＭＳ

甜 漉鵜１蝉繍徽電械 雛 綴 繍 畷議滅 蜘繊鰯１鰍 灘敏灘電燃 榊燃 畑 鰍 蛾

Ａ竃 ｐ昼ｒ吉 ｏ
ｆ 殴 醐亙ＭＳ 星ｃｔｉｖｉｔｉｅｓ

，
ａ鯛１ｙｓｅｓ 欄 ｂｅ圭蓑ｇ

ｃｏ納 械 ｅｄ 榊 ｈｅ ｇｅ鵬ｔ圭ｃ 註砥ｄ ｐ 械 ｅ
１ｎ ａ鵬丑ｙｓｉｓｌｅｖｅｌｓ 鮒 ｏ鵯 ｈ

ｉ理ｔ 撒 ａまｉｏ荻乱１ 鮒ｄ 昼ｃａｄｅ㎜１ｃ重ｉｅ－ｕｐｓ． ｎ 蹴 盆舶
１ｙｓｅｓ 鮒 もｅ 聴

ｐｅｒｆ０ ㎜ ｅ４ 鵬１囎 ４．
Ｃ００ ｄｉＳｅ ㈹ Ｃｅｌ〕 ｉ鵬 Ｓ 榊 Ｃ誌 Ｃａｎ ｂｅ

翻ａ雲ｙｚｅδ ぬｒ δ量ｓ碗富ｅ ｇｅｎｅｓ 室ｏｇ曾ｔ続ｒ ｗｉ重ｈ δｅｔ劇 ｅｄ ｃ１
三ｎ麦ｃ星｝

ｄａｔ盆．
Ｔｈｅ ｒｅｓ㍊王ｔｓ ⑪ｆ ｔｈｅｓｅ 乱ｃ重三ｖ呈ｔｉｅｓ ｗ三至至 ｂｅ 洲 ｅｄ ｉ蘭 ｔｈ蘭

ｄｅｖｅｌｏＰ 鵬 燃 ⑪ｆ ｍｅｄ１ｃ星１ ｃａｒｅ ｔｅｃｈ羽ｏ茎ｏｇｙ ｗｈ量ｃｈ
＿ …

㌶∵∬ぶニニ㌻㌃㍗∴ド

鮎 淵 ｇ・ 註・ｄｉ 曲 醐・まｉ。・ 鰍 ・・墓 触 ・ Ｗ麦・鐵・ １

鮒 ・脳１１ 畑 ・・１ｌ ゆ … １・・ 榊 ・・１－ １

㈹ ・ 曲 鵬・ 榊 い１ｔ・１・’ｔ・’且夏・・燃｛１鵬ｔ． １

・… 畑 １・１…い 榊・長 ㈱ｉ… 蝸１ 紬 ・・ １
＿

Ｙｈ量竃 ｓｙｓｔｅ獅 ｗｉ茎１ 騨ξｈｅ茎 蜘 δ ｓを搬ｃｔｕ㈹ ｉ理ｆｏζ鰍ａ室ｉｏｎ
Ｆｉ墓一
２

ｂ 欄 ｄ ０昼 細 鮒ｉ洲 ㎝ Ｏぎ ＳｐｅＣ 舳 Ｚｅｄ 失ＲＯＷｌｅ確ｅ 盆頸δ

…珊ｔｅｒｃｏ列 鵬 ｃｔ量ｏｎ 駐鰍 ｏｎｇ 昼 ｗ量ｄｅ ｒ 棚 ｇｅ ｏｆ
ｆ曼ｅ至ｄ竃。 Ｍ ｃｒｅｏｖｅ童，

伽 ㎝ 曲 Ｃ至Ｍ至 細 ｍｏｓを 幣 ｔｏ４註ｔｅ ｓｔｒｕｃ 倣 ｅδ ｋ握ｏｗ
ｉ 雌 ｅ ｃ翻

ｂｅ 鵬ｅｄ 曲 ｅｘ１ｓ伽 ｇ ｄ 搬 ｂ乱ｓｅｓ 珊 ｄ 嚇 ｗｏｒ麦ｓ ｗｈ１ｃｈ ｃｏ 漉
ｉ珊

鮎 丑盆ｔｅｓｔ 燃 伽 ｇｓ 圭 パ 為ｅ 漏 ｄｓ ｏぞ ｇ ㎝ ｅｔｉｃ 棚 養 ｐｒｏ言ｅ１ｎ

昼Ｂａ王ｙＳ三Ｓ．

一

豆欄 曲ＣｅＯｆ 脇 １舳 ｅＶＢ至囲ｎａ 細 ｐＯＳＳｉｂ 榊 ｅ呂Ｏｆｄｉ撒ＳｅＳ

萎豊
腕 ｖ§ｓ童≡ｇ８ｔ≡◎艘 ｄ翁セ壌

碗鰯騨繍１覇錨１鑓鰯鴫

饗
㈹簿創童汽ｏ竃ｖ創 （隻；ｅ拶勧ｓ） 鐵派減

Ｐ◎§§施…目≡切 ｏ青ｄ；§嚢竃§鳶

灘嚢。嚢 灘 鰯竃婁姜譲灘襲

３．
Ｒｅｓｅａｒｃｈ ８ｎｄ Ｅｄｕｃａｔ；ｏｎ ａｔ 帰葦；ｌＭ Ｓ

ｄ 睡 甜 鯛
ぎ 艦

睡 覇
彗世
聾 甥 鮒

慧、里。
繍 ㈱

讃 籔 瓢 萎 ㍗ 鱗葦、。一
、、一廿、

灘 鰯

一一’
竈
’ 一’

蟻 ：＃、

嚢鱈一熱 懇趣燃 鰯懇灘曇竃謹簿珪竈養豫垂鐸綬嚢 鰯

脆ｖｅ１鞭 閉 脚ｔｏ矛Ｃ 灼 餅１ｎｔｅｇｒａ言ｅｄ Ｍｅｄｉｃ８１１ｎ叙ヨｓ室ｒｕｃｔｕ訂ｅ｛
Ｃ；Ｍ，）くｃｏｎ淋 鵬ｄ｝



鰯 腺目１ＭＳにおける研究竈人材育成

１続禽蟹秘学糖轟基盤（Ｃ繍１》の鰯籍ξ幻 割

こ の Ｃ工Ｍ玉 構 築 に 向 け て、 本 研 究 で は、 ま ず、 個 人 の

遺 伝子情報と臨床データにより、 発病前に将来 の疾 患を

予 測 す る 方 法 を 研 究 して い 豪 す。 壷江液 検 査、 尿 検 査、 閥

診 等 か ら 得 ら れ た 大 量 の 検 体 ・ 疫 学 デ ー タ か ら、 健 康 度、

病 気に罹る可能 性などをコンピュータが 予測します。 検

体 ・ 疫 学 項 副 こは、 肝 ・膵 。 腎 機 能 績 査、
代 識 機 能 検 査、

尿 一 般 検 査、 血 液 。 免 疫 学 検 査、 腫 瘍 マ ー カ ー、 闘 診

など １００ 項目以上のデータが含まれるために，

医 師といえどもあらゆる場合を予測するこ１と１が大

変 難 しく な っ て き て い ま す。 ま１た。 こ れ ら は 重 さ

や 濃度 のように連 続 値のものもあ れば、 「十」、

「一」 のように離 散値のものもあるために、 連続

債、 離散値 双方を扱え。 健康度と病気に罹る可

能 性を 学習する方法 を新たに考 案すること１を研

究しています。 たとえば、 健康度を予灘する半淀

方法 の例を示します （図旦）。 このような判定を

白動的に得る 方法を研究しています （図２，３）。

この方法 が確 立すれば
、
今後大 量にデータが増

えて も 推 論 が で き る よ う に な り蒙 す。 特 に、
… 般

的傾筒から外れる特定 患者 （稀 少データ） につ

いての予測や 検査項目に抜 けがある欠損データ

がある場合でも、 弩能なか
ぎり学習することが珂能になり

ます。 しかし、 大量の 検査 項貨からの判定繕 果は 椙当複

雑 な 分 綬 に な る の で、 医 師 や 患 者 にと１っ て、 見 や す い 形

で表示する方法 につ いても研究しています （図４）。 これ

らが揃って、 医 師と患者の皆さんが 一緒になって利 用で

きる統 合医 科学 の清 報基盤 （情報を扱う仕組み） ができ

た と二い え る で しょう。

関 ２ 健康 度と病 気 に 穫る 可 能 佳を 縫 論 する

．
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翻 胴 副 ＭＳにおける研究。人材育威

甥 人 拷 竃蔵 離 湾 ⇔づ蜜）

統含医稗学を案践するチーム制統合医科学育

成⊇一スの内容

疾 患を通 して 学習 する テーマは 主に４ つに 分類され

ま す。

チーム制 統合 医科学コースは臨 床医 師・看 護 師・薬

剤 鋤などの１渠療関 係者、 医 科学研究 者、 及び他 分野 の

統 合 医科 学 に 興 味ある 人を 対 象 に、 Ｃｙｂｅｒ玉漁ｇ漱ｅｄ

Ｍｅｄ１ｃａ１玉ｎｆｒ昼ｓ 舳 ｃ士ｕｒｅ （Ｃ亙Ｍ玉、 統 含 医 科 学 情 報 基 盤）

システムを禾岬 したテユートリアル学習から成り立って い

ます。 ＣＩＭ システムには毎回 工 症例の簡単な病歴、 経

時的血液検査 データが 提示され、 受講
者はテユータのア

ドバイスを 参考にして疾患の原 因、 病
態
、 治 療法につ

き

問題点を自ら提起し、 さらにその解決法 を考 え、 統合 医

科学を習得します。

（１） 炎 天 性 疾 患 の 疫 学、 発 現 機 序、 病 態、 カ ウ ン セ リ

ングを含めた対処法につ いての理解と応周

（２） 悪 性 纏瘍 の疫 学、 発生 機序、 病 態、 早期 診 断に

有 用な 検査 法。 治療 法、 生活 掲導 の重 要性 につ

いての躍解ど応用

（３） 生 活習慣病と全身疾患 発症との 関連性と１予防のた

めの生活指導の重 要性についての理解と１応用

（４） 伝統 医療。 代替医療の有踊性と危険性についての

理解と１応用 ：科学的実 証性の検討

毎回、 自分で見つけたその症 例に関するテーマについ

ては最新 のデータを検索し、 ラウンドテーブルディスカッ

ショ ン で 発 表 を 行 い ま す。 症 例 に より、 そ の 疾 患 の 専 稲

家も交えて駿討します。

晦
縫夢

軌＿＿緯

織
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３，１陥；ｌＭＳにお ける研 究・人 材 竃 成 ・ 人 材 奮 成 部 門 （つ づき）
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